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1.は じめに

「ひ らめき☆ ときめきサイエ ンス～ よ うこそ大学の研究室へ～KAKENHI」(以 下 ,

「ひ らめき☆ ときめきサイエ ンス」)は ,JSPS(JapanSocietyforthePromotionof

Science:日 本学術振興 会)主 催 による 「科研費研 究成果 社会還元事業」 であ り,現 在

は 「研 究成果公開促進費」の一つ として位置づ け られ てい る。

著者 は2009年 よ り2016年 まで 申請 の結果,採 択が あ り連続7回,学 内で実施 して

きた。また2016年 か らは他大学で実施 され た 「ひ らめき☆ ときめきサイエ ンス」に,

計4回 にわた り特別講師 と して招聰 され,本 事業 に関わ ってきた。本稿で は,学 内で

実施 した計7回 の 「ひ らめ き☆ ときめきサイエンス」の総括 を行い,さ らに実施 して

い く上で,TAと した参加 ・協力 した教員志望の学生 ・院 生の実践的活動 に よる教育

的意義 について も触れ る。 また,近 隣の中学校 ・高校 か らの積極的 な参加,学 校現場

に勤める卒業生の協力 もあ り,長 期間 にわた り実施す るこ とができた。それ らの背景

についても述べ る。

以上 のこと踏ま え,10年 以上 に及ぶ 「ひ らめき☆ときめきサイエ ンス」の活動状況

を教育実践記録 と してま とめ,今 後 の研 究の方 向性 ・活用 を探 ってい く。

ll.「 ひ らめき☆ ときめ きサイエンス」の位 置づ けについて

JSPSの ホ・・一一一ムページ(日 本学術振興会,2020a)に は,「 ひ らめき☆ ときめきサ

イエンス」の活動趣 旨,目 的お よび発足の経緯 についてま とめ られてい る。

趣 旨 ・目的 と して,

・ 「ひ らめき☆ ときめきサイエ ンス」 は,以 下 に掲げ る点 を 目的 として,学 術が持つ

意義や学術 と 日常生活 との関わ りに対す る理解 を深 め る機 会を社会に提供す ること。

・我 が国の将来 を担 う児童 ・生徒 を対象 として,若 者 の科学的好奇心 を刺激 してひ ら

めき,と きめ く心の豊か さと知的創造性を育む こと。

・科研費 による研 究 について,そ の 中に含まれ る科学の興味深 さや面 白さを分 か りや

す く発信す るこ と。

・上記 を踏まえ ,学 術の文化的価値及び社会 的重要性 を社会 ・国民 に示 し,学 術 の振

興 を図 ること。
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と記 され,さ らに参加者 向けの募集 の案内文には,よ りわか りやす く以下の よ うに記

されている。

『大学や研究機 関で 「科研費」(KAKENHI)に よ り行 われている最先 端の研 究成

果に,小 学5・6年 生,中 学生,高 校生 の皆 さんが,直 に見る,聞 く,触 れ ることで,

科学のお もしろ さを感 じてもらうプ ログラムです。参加 す る皆 さんが将来に向 けて,

科学的好奇心 を刺激 して"ひ らめき","と きめ く"心の豊か さと知的創造性 を育 む内容

となっています。研 究者が 「科研費 」(KAKENHI)に よる独創 的 ・先駆的 な研 究に

ついて,そ の中に含 まれ る科学の興 味深 さや面 白さを講 義,実 験 な どを通 じて分か り

やす く語 りかけ,ま た,研 究者 自身の歩み(研 究を志 した動機 な ど)や 人柄 に間近に

触れることによ り,学 問の素晴 ら しさや楽 しさを感 じることができます。 全国の大学

や研 究機関が,科 学 の楽 しさ,難 しさ,不 思議 に触れ られ るよ う,い ろい ろなプ ログ

ラムを用意 しています。興 味と関心の ある小学5・6年 生,中 学生,高 校 生の ご参加

をお待 ちしてお ります。』

図1は,JSPSの ホー ムページに掲載 され ている 「ひ らめ き☆ときめきサイエ ンス」

のプ ログラム実施 の流れ をまとめた図で ある(日 本学術 振興会,2020b)。

奨猿鍵輩 鐵塞糊 蝶獲愈

灘欝
図1プ ログラム実施の流れ(日 本学術振興会,2020b)

採択 され ると 「研 究成 果公開促 進費」 として科学研 究費補助金が交付 され る。実施

体制 として,

① 研究機 関の長が機関の組織的 な取組 として責任 を持 って行 う。

② 実施代表者は,プ ログラムの企画 ・実施の中核 を担 い,責 任 を持 って実施 する

研究者で あ り,e-Radに 登録 され ている研究者の うち,科 研費の研究課題 の研究

代表者 と して研究 を実施 した こ とがある研 究者。

と記 されてい る。

以上のよ うに,参 加者 の対象が小学5・6年 生,中 学 生,高 校生 に限定 され るため,

必然的に研 究成果 をわか りやす く伝 え る努力や工夫が必要 で,実 験な どの具体的の活

動 を通 して,参 加者 が研 究成果 に直 に接す ることが求 め られ ている。参加者 が大学を

訪問 し,研 究者や大学生 と交流 しなが ら,研 究内容 を体験す るこ とには大 きな意義 が

ある。また,TAと して参加 ・協力す る大学院生 ・学部学生 に とって もよ り教 員志望を

高 める機会 となっている。
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皿.「 ひ らめ き☆ ときめきサイエ ンス」の実施内容について

今 まで に本学で実施 した状況 を表1に ま とめる。実施場所 は,い ずれ も1号 館A棟

第三共通実験室で,ま た休憩室 として近 くの部屋 も使用 した。TAと して7～8名 の大

学生 ・大学院生 を募集 し,前 日の準備 と当 日の二 日間にわた り協力 を得た。広報活動

としてポスターの制作,さ らに事務方 の協力 を得 て,教 育委員会 を通 した案内文 の郵

送,卒 業生や参加経験者への案 内,ホ ームペー ジの作成,学 内の掲示 な どにより参加

者 を募 った。 当初は実施内容 に よ り参加者 は高校生 あるいは中学生 の一方 に限定 して

いた が,5回 目以降においては,よ り多 くの参加者 を募 るため中学生 ・高校 生の両方

を対象 とした。 従って,実 施す る内容や指導方法 も分 けて行 うな どの工夫 を加 えた。

2回 目以降の実施 日は,多 くの参加 を促す こ とや学 内の施設 が 自由に見学できる機会

として,学 園際(藤 陵際)と 同 日開催 とした。実施す るテーマ は,科 研 費の研究内容

と連動 させ るため,基 本 的には同 じよ うな表現 になっているが,回 を重ねて参加者 の

主体的 な関わ りをアピールす る内容に変更 してい る。実施終 了後 には,参 加者,TA

お よび実施 責任者 に対 してJSPSか ら依頼 されたア ンケー ト調査が あ り,後 日,詳 細

な実施内容 と会計報告 と共 に提 出が求め られた。図2に2013年 の実施 した際の案内

ポス ターの例 を示す。 当 日の スケ ジュール を2014年 の実施 内容 を例 に表2に 示す。

尚,2014年 の実施に関連す る科研 費(研 究基盤C)の 研究テーマは,「 マイ クロスケ

ール 実験 による理科実験 の個別化 と言語能力の育成 を 目指す授業展開の構築」であ
っ

た。 午前は開会式 と学 内の施設の見学(附 属図書館,教 育資料館 な ど)に あて,午 後

か ら休憩 をは さんで,5～6種 類 の実験 を体験す るスケジュ・一一一一ル で構成 した。私立学校

か らの参加者 は午前中に通常授業があるため,午 後 か ら参加 す る場合 もあった。

表12009年 か ら2016年 にわ たる実施状況のまとめ

実施 日 テーマ 参加者

①2009年

8月8日(土)

環境にや さしい化学実験
一マイクロスケール実験の体験一

高校生30名

②2010年

11月13日(土)

ひらめき☆ときめき理科実験

一環境にや さしいマイクロスケール実験の体験一

中学生31名

③2011年

11月12日(土)

マイクロスケール化学実験の体験

一環境にやさしい新 しい実験一
高校生24名

④2012年

11月10日(土)

ひらめき ・ときめきマイクロスケール実験

一環境にやさしい理科実験の体験一
中学生9名

⑤2013年

11月9日(土)

環=境にやさしい新しい理科実験

一マイクロスケール実験を体験 しよう一
中学生13名

高校生5名 計18名

⑥2014年

11月8日(土)

実験 ・観察を通 して考える力を身につけよう

一マイクロスケール実験の体験一
中学生33名

高校生5名 計38名

⑦2015年

11月14日(土)

実験で学ぶ理科の面白さ

一マイクロスケール実験の体験一

中学生16名

高校生4名 計20名
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開催の際,JSPSか らの依頼で,科 研 費 に

ついて概要 と意義 を説 明す ることが求 められ

た。2014年 の実施 で は,派 遣 され たJSPS

研究員による,実 施状況の視察を兼 ねて挨 拶

と科研費の説 明があった。また7回 の実施 う

ち3回 にわた り,JSPS研 究員 と職員 に よる

視察があった。図3は,TAの 紹介 の後,JSPS

か らの挨拶 と説明 の様子を示 している。

午後か らの活動では,科 研費 の研究テ ーマ

に沿って開発 したマイ クロスケール 実験 に よ

る教材実験 の紹介 と体験が中心 となっている。

個別 実験が可能 なマイ クロスケール 実験 の特

徴 を生か した実験形態 と,参 加者 の主体 的な

活動 をサポー トす る指導体制で取 り組 んだ。

また,保 護者や付 き添い教員の見学 もあ り,

アンケー ト調査の回答 も得た。

図4は 実施責任者か らの実験の説 明,図5

は実験中の会場全 体,

性質」をテーマ とするマイ クロスケール実験,

を示す。
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図2ポ スターの例(2013年)

図6と 図7は それぞれ 「水溶液 の性質」お よび 「気 体の発 生 と

図8はTAに よる個別の指 導の各様子

表2当 日のスケ ジュールの例(2014年 実 施の例)

午前の部(開 会 、ガイダンス,施 設の見学)

11:15～11:30受 付(1号 館A棟 第三共通実習室集 合)

11:30～12:00開 会 の挨拶,マ イ ク ロスケール実験のガイ ダンス

12:00～14:00学 内の附属図書館,教 育資料館 の見学,昼 食

(当 日,同 時開催 の学園祭 にも自由参加)

午後の部(実 験体験講座 ・20分 間 の休憩)

14:00～14:30JSPS大 森氏 の挨拶お よび科研費の説 明,講 師 ・TAの 紹介

① 電気分解(塩 化銅(II)水溶液の電気 分解)

15=30～15:10②(高 校生)鉛 蓄電池 ・(中 学生)身 近な水溶液の性 質を調 べ る

休憩

15:40～16:40③ だ液のはた らき

④ 気体の発生(酸 素 ・二酸化炭素 ・ア ンモニアの噴水な ど)

16:40～17:00実 験 の後片付け,質 疑応答

ア ンケー トの記入,JSPSか らの修 了証書(未 来博士号)授 与

17:00角 軍散
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図3JSPSか ら派遣された研究員による挨拶
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図8TAに よる指導の様子

N.ア ンケー ト調査 などによる評価

JSPS依 頼 のアンケー ト調査 に加 えて,開 発 したマイ クロスケール実験による教 材

実験の有効性 を確認す るためアンケー ト項 目を追加 した。 また実験 中の様子 につ いて

は,参 加 者の了解 を得 て ビデオ録画 と写真撮影 を行い,実 験 操作の際の会話 の様子 も

含 め,今 後の教材 開発の参考 とした。TAに よる実験指導 の様子 は学校 現場 での活 用

を想定す ると重 要な情 報であ り,記 録に留めた。参加者に よるワークシー トの記 入内

容 も,重 要な評価材料 となるため終了後 に分析 した。本プ ログラムが,科 研費 に よる

一69一



研究成果の社会還元 の一環である とい う趣 旨に沿った評価 と して,参 加 者 による自由

記述 による感想の内容 も重要 となる。

実験内容 は,毎 年異なるので,こ こでは2014年 お よび2015年 に実施 した際のアン

ケー ト結果 を紹介す る。アンケー ト調査 の詳細 な分析な どについては,す でに関連学

会や論文誌 に発表 してい るので省略す るが,こ こで は参加者 による自由記述 に よる感

想 を紹介す る。

参加 した 中学生か らの感想 には,「 い ろんな実験がで きて楽 しかったです。 いろん

な先生に教 えて もらって,わ か りやすか った。」,「 一人で進 め られ る実験 だったの

で,う まくで きた。 楽 しかった。」,「 けっこ う近 くで見る ことができた し,自 分で

すべてできるのが うれ しいです。」,「 サイズが小 さくても,き ちん と結果 が出るこ

とにお どろいた。環境 にや さしい実験ができて良かった。ゴ,「 いつ も授業 で1時 間

か けて行 う実験が,少 量で とて も時短で しっか りと結果 がでたので素晴 らしい と思い

ま した。」,「 水溶液 の性質は何 に よってきま るのか。電気 によってなぜ水 は分解 さ

れ るのか,新 たな疑 問をもつ ことができた。来年 も参加 したい。」,「 今 までの実験

を小 さくす るだけで,あ らたな面 白さをっ くり出せ ると思 った。」,「 授業で は先生

が しているのをながめて いる実験 も一人 でできて楽 しかった。」などがあった。また,

付 き添いの教員や保護者か らは,「 部活動 でも取 り組 んでみたい。」,「 中学校には

ない実験器具 がた くさん あって面 白かった。」,「 科研 費の説明を何故す るのか,ふ

しぎに思ったが,あ た りまえに行 っていた実験や教育 には,実 は経費が必要であるこ

とをあらためて感 じた。」な どが寄せ られた。 またTAと して参加 した大学生 ・大学

院生か らは,準 備 と片付 けにも関わ るこ とにな り,そ の経験 が将来 にわた って役立っ

とい う感想が得 られた。

参加者か らの感想 を振 りかえって も,「 ひ らめき☆ときめ きサイエ ンス」の研究成

果社会還元事業 としての 目的,ま た実施 の根拠 になった科研 費のテーマにおけ る研究

目標 にも一歩近づいた ことがわか る。

V.ま とめ

本稿で紹介 した 「ひ らめき☆ ときめ きサイエ ンス」 の企画 ・実施 に先 立ち,2001

年か ら3年 間 にわた り 「子 ども夢基金 」(当時は国立オ リンピック記念青少年総合セ ン

ター主催)の 援助 によ り,「身の回 りの不 思議 を科学 のカ でさ ぐる」な どのテー マで同

様 の実験教室 を実施 して きた。実験 テーマの設定や運営,TAの 配置 な どにつ いて貴

重な経験 を踏 まえた上で,「 ひ らめ き☆ ときめきサイエ ンス」 に臨んだ。 以上 の活動

については,文 科省 の広報誌に も掲載 され,ホ ームページにも 「特徴 のある活動」 と

して も掲載 され た。

最 後に,2014年 にJSPSよ り 「ひ らめき☆ときめきサイエ ンス 推進賞」を受 けた

が,長 年,実 施 に協力 をいただいた参加者,講 師,TAの 大学生 ・院生お よび,JSPS

へ の窓口となった事務局 の方々の尽 力のおかげである。

本研究の一部 は,JSPS科 研 費(基 盤研究C,令 和2～4年,代 表者 芝原寛泰

課題番号20KO3227)の 助成 を受 け実施 した。
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